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径，長軸ともに 6m 以上」を大型住居，「面積 80-90㎡（100㎡前後）以上，直径 10m，長軸 15m 以上」
を超大型住居としている。本論では，そのような値を参考としつつ，個々の遺跡の事例から判断する。
❶……………初期の環状集落遺跡 ―綾織新田遺跡の特徴―
綾織新田遺跡は，標高 210 ～ 220m 程の猿ヶ石川左岸の高位段丘上の頂部のやや平坦な面に位置
する。この段丘の西側には新田沢が北流し，猿ヶ石川に合流している。この場所は，北上山地内の
遠野盆地西部付近にあたる。前期集落が発見された区域は 1998 ～ 2000 年に調査がなされ，その重
要性から保存が決定し，2002 年には国指定史跡となった。
（1）時期と配置関係
綾織新田遺跡では，竪穴住居跡 20 軒が報告されている（第 2 図）。これらのうち，報告者が大木
2b 式～大木 3 式期に帰属すると指摘する「第 1 グループ」（1・3・12 ～ 15・17 号竪穴住居址）の
竪穴住居跡 7 軒は，埋土に基本層序Ⅲ層の黒色土を含まず，中掫火山灰を含む一群である。この中
掫火山灰は，大木 2b 式期中に降下したものと考えられている［星・須原 2004］。
この第 1 グループの 15 号竪穴住居址では，二次堆積した中掫火山灰が壁際に確認されている。そ
して，大木 3 式土器が埋土から出土している。本遺跡では大木 1・2a 式土器の存在は希薄であるこ
とから，本住居跡を大木 2b 式期の遺構と推定する。それに重複し新しい 1 号竪穴住居址は，埋土
に中掫火山灰を含むとされているが，その堆積状況は明確ではない。床面出土土器の存在等を含め
て考えるならば，この住居跡は大木 3 式期の遺構と推定できる。そのほかには，これらの 1・15 号
竪穴住居址の南西側に位置する 17 号竪穴住居址では，一次堆積とされる火山灰が面的に広がって堆
積していることから，大木 2b 式期の遺構として推定した。
南側に位置する 13 号竪穴住居址より新しいやや小型の 14 号竪穴住居址（第 3 図④）でも，埋土
中位の壁よりに火山灰が混じる二次堆積層が確認できる。13 号竪穴住居址では，中掫火山灰の記載
は確認できないが，周溝埋土から大木 2b 式土器が出土している。それらの関係から，13・14 号竪
穴住居址を大木 2b 式期として推定する。
第 1 グループのほかの住居跡には，12 号竪穴住居址がある。この住居跡では，壁際に火山灰が堆
積し，埋土下位から大木 3 式土器破片が出土している。この状況は 15 号竪穴住居址と類似するもの
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大木 3 式期の竪穴住居跡は，報告者が「第 2 グループ」（大木 3 式～大木 4 式期）と分類した住居
跡（2・4・5・7・11・16 号竪穴住居址）にも含まれている。16 号竪穴住居址では埋土に火山灰が
混ざらず，大木 2b 式・大木 3 式土器破片が出土していることから，大木 3 式期の遺構と比定した。
ほかの第 2 グループの竪穴住居跡に関しては，出土遺物も少なく細かな時期比定は難しい。
大木 2b 式期の竪穴住居跡は，北側に 15・17 号竪穴住居址，南側に 12・13・14 号竪穴住居址が
対向するように位置する。大木 3 式期には，北側に 1 号竪穴住居址，南側に 16 号竪穴住居址が位置
する。1 号竪穴住居址の長軸方向は別の方向を向いているが，竪穴住居跡がそれぞれ北側と南側に
対向するように 1 ～ 3 軒位置することになる。
大木 4 式期の竪穴住居跡には，報告者が「第 3 グループ」とする 4 軒の住居跡がある（8 ～ 10，
18 号竪穴住居址）。これらの竪穴住居跡の埋土には中掫火山灰は含まれていない。8・10 号竪穴住居
址は，床面出土土器からも該期のものと推定できる。これらの竪穴住居跡の配置関係は，北東側に
2 軒，北西側に 1 軒，南東側に 2 軒となる。大きくまとめれば，北側に 3 軒，南側に 2 軒となる。
なお，「第 2 グループ」のうち 4・5・7・11 号竪穴住居址は，詳細な時期は決めがたいが，出土遺























地床炉である（第 3 図④）。また，部分的な調査のため正確なところは不明であるが，19 号竪穴住居
址は楕円形の竪穴住居跡となる可能性がある。
規模が計測できた竪穴住居跡は 9 軒である。これらの長方形大型住居跡の計測値は，長軸最低値
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をおおむねこの値とする。やや小型の 4・12 号竪穴住居址は，何れかの数値が下回る。拡張を行っ
ている竪穴住居跡に関しては，1・5・10 号竪穴住居址で 2 回，3 号竪穴住居址で 4 回の拡張後の規
模が計測できた。3 号竪穴住居址の規模は 26.4㎡から最終的に 54.3㎡となり，当初の規模から 2 倍
近くなっている（第 3 図②）。短軸の拡張された長さは 0.3 ～ 1m，同様に長軸の拡張された長さは
0.4 ～ 2.8m となり，長軸方向を拡張して大型化する傾向がある。



































れていないが，火山灰の堆積状況から，北西に位置する 3 基の貯蔵穴（B Ⅲ 4 土坑 1，B Ⅲ 5 土坑
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な集落遺跡である。




計測できた 3 軒（RA116・201・202 住居跡）に関しては，大木 2b 式期に相当するものと推定した。
長方形大型住居跡を含むこれらの竪穴住居跡は，等高線に沿って列状に配置されているもので，環
状構成とはならない（第 4 図）。
RA116 住居跡（第 5 図
①）に関しては，報告者













て，ほぼ c・d 期を合わせた範囲。4 期は，e 期と同じで全体的に拡張を行った時期とする。当初の
1 期の規模は，23.7㎡で，長軸・短軸比は 2.5 となる。これらの値は，綾織新田遺跡の 1・3 号竪穴




ついては南端部が不明なため，推定値ではあるが，最終的には RA116 住居跡の 4 期と同程度の，か
なり大規模な長方形大型住居跡となったものと推定できる。RA201 住居跡は，拡張などの痕跡はな
い（第 5 図②）。この住居跡も南側が不明なため推定値となり，確実ではないが，RA116 住居跡の
2 期と同程度の規模であったと推定できる。
そのほか規模は不明であるが長方形大型住居跡と推定される住居跡としては，周溝が確認されて
いる RA211・p97 住居跡 3 号の 2 軒がある。RA211 住居跡（大木 2b 式期：第 5 図③）は，おそら
































［星 2006］。そして，前期前葉の土器に関しても，必ずしも大木 2 式とは言えない地域色ある土器が





遺跡としては，宮古市千鶏Ⅳ遺跡がある［阿部 1999］。この遺跡では，大木 4 式期の長方形大型住居














る。2001・2002 年に調査がなされ，縄文時代前期と中期を主体とする竪穴住居跡が 41 軒確認され
た（第 6 図①）。館遺跡は，綾織新田遺跡とは直線距離にして 36km 程度離れており，峠を一つ越え
れば，綾織新田遺跡の近辺に出ることができる地点に位置している。
館遺跡で確認された竪穴住居跡のうち SI18・23・24・27 竪穴住居跡の 4 軒が，長方形大型住居跡
となる。同時期の竪穴住居跡は，この長方形大型住居跡しか存在していない。時期が確定できるの





明する SI18 竪穴住居跡は，面積が 52.3㎡で，長軸・短軸比は 2.7 となる（第 6 図①）。この面積は，
綾織新田遺跡の拡張後の竪穴住居跡の規模とほぼ近似する値である。SI27 竪穴住居跡は，南側がよ
り伸びる可能性があるが，現在している部位から推定復元すると，その規模は 55.2㎡，長軸・短軸
比は 3.5 となる（第 6 図③）。その規模は，SI18 竪穴住居跡と近似する値となる。報告書で指摘され






































がある［杉本ほか 1995］。大木 2a 式～大木 3 式期の規模の小さな集落遺跡である。時期が比較的明
確な竪穴住居跡は，重複含め 11 軒あり，時期ごとに分布が分かれる
（3）
。D 区では大木 2a 式期の竪穴
住居跡 1 軒，C 区では大木 2b 式期の竪穴住居跡 2 軒が確認されており，近辺に少数の貯蔵穴を有
している。この C 区では，他の時期の遺構も少なく，極めて小規模な集落の姿が明瞭に把握できる
（第 8 図）。




（第 9 図①）。その規模は 28.6㎡，長軸・短軸比は 2 となり，綾織新田遺跡の小さな長方形大型住居
跡と同等の規模を有している。ただし，形状はやや楕円形に近く，柱穴や周溝，炉跡は認められな































り，早期中葉 12 軒，早期後葉・末葉 45 軒，前期初頭 12 軒
の竪穴住居跡が確認されている。前期初頭の竪穴住居跡の
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いが，大木 4 式～大木 5a 式期頃の竪穴住居跡が放射状に並び，綾織新田遺跡のような環状に近い構




方を示すものと考えられる（第 11 図③）。小型方形のプランで周溝を有するもの（SI016 竪穴住居
第11図　上ノ山Ⅱ遺跡の遺構配置と竪穴住居跡（①山崎1989，②～④大野ほか1988を元に改変）
　　①　　　　　　　　　   ②・③                   ④
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［北上川流域における縄文時代前期環状集落に関する研究］……菅野智則


















こととなる。沢田Ⅰ遺跡の長方形大型住居跡 1 類（RA201 住居跡）にも，同様の状況が見て取れる。
沢田Ⅰ遺跡の報告者が指摘しているように，「火山灰が降下したことにより集落が移動したりせず
に，同じ場所で継続して営まれた」［佐々木ほか 2000：p.302］ということとなる。






前期後半の大木 5 式から大木 6 式期になると，長方形大型住居跡を有する規模の大きな環状集落
遺跡が出現する。その代表的な集落遺跡が岩手県奥州市大清水上遺跡である［草間ほか 1963，小原・
鈴木 1985，佐藤・中村 2006，朴沢・早田 2008］。この遺跡は，胆沢扇状地の扇頂部の北上川支流胆沢川
の右岸段丘上に位置する。これまでに 4 回の発掘調査がなされている。このうち，2000 ～ 2004 年
の岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターの調査により，環状集落遺跡のほぼ全域の調査がなさ
れた（第 12 図）。この際に検出された集落遺跡の竪穴住居跡の時期は，大木 5 式期が主体となる。
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（1）竪穴住居跡の規模・形態と貯蔵穴
竪穴住居跡の規模は，先の綾織新田遺跡の基準を当てはめると 13 軒が長方形大型住居跡に該当す
る。これらの竪穴住居跡は，34.8 ～ 99.8㎡までの規模となる。また，長軸・短軸比が 2.0 より小さ
いが，面積が 25㎡以上で，長方形大型住居跡と形態が似ている竪穴住居跡が認められる。それは，





















大部分の竪穴住居跡は，大木 5 式期に比定できる。そして，最も軒数が多いのが，大木 5a 式期
［興野 1970，千葉2007］の 38 軒であった。時期不明のものも含めると，実際はより多いものと考えら
れる。






あるが，段を有していない竪穴住居跡もある（第 13 図③）。長方形大型住居 2 類と考えられる。こ
れらの竪穴住居跡は，主に南東側に分布する。
また，長方形大型住居跡 1 類は多く認められる。先述のように 302・303 号住居跡等は，その規模
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れらの竪穴住居跡は，南東部以外に分布しており，長方形大型住居 2 類とは分布を異にしている。
小型円形の竪穴住居跡が 7 軒存在する。周溝を巡らせ，中央に柱穴をもつものが認められる（第
13 図⑦）。炉跡は，周溝を有さない 411 号住居跡のみに地床炉が 1 基認められるだけである（第 13












ら a・b・c の 3 時期に区分されている。本論では，柱配置と平面形状から a と b は同一の住居跡，c
は別の住居跡と推定した。そして，南側を 209 号住居跡と，その c 期の住居跡が重複していること
から撹乱を受けているようである。a・b 期住居跡に関して，その撹乱部分について復元した上で計
測した所，その規模は 72.9㎡，長軸・短軸比は 5.8 となり，かなり長大な竪穴住居跡となった。炉
跡はほぼ中央に列状に並ぶようであるが，その炉跡自体は小さい。203 号住居跡は，不整楕円形の






軸・短軸比は 2.8となる。429号住居跡より新しい 428 号住居跡は，長楕円形に近い形状となる。そ
の規模は 34.8㎡であり，長軸・短軸比は 2.0である。これらの規模は，長方形大型住居跡の範疇に収
まる。これらの竪穴住居跡は，周溝を有することから，長方形大型住居跡 1 類の範疇として捉えたい。
この大木 5b 式期の竪穴住居跡は，西側に長方形大型住居跡 1 類の 428・429 号住居跡があり，環
状集落中心部を挟んで対角線上に長方形大型住居跡 2 類の 206 号住居跡が存在する。この 206 号住
居跡は，想定される規模からすると，428・429 号住居跡と近似する値となることが推測される。一







































また，大木 5a 式期から大木 6 式期まで継続して存在している段が付く大型住居跡は，大清水上遺
跡の東側のみに位置しており，大木 5a 式期の 402 号住居跡以外は，環状集落の中心とは別の方に長
軸方向を向けている。このようなあり方からすると，環状集落部を形成していた一群とは区別的な
状況が認められる。なお，同様の形態の竪穴住居跡は，円筒土器分布圏の秋田県能代市杉沢台遺跡













穴住居跡 31 軒が確認されている。調査された範囲内では，大木 6 式期と推定される竪穴住居跡の方
が多い。これらの竪穴住居跡の配置に関して，報告者は「放射状の配列」と指摘しており，環状に
近い構成となるものと推定される。この中で長方形大型住居跡と推定される住居跡は，大清水上遺
跡と同様に，長方形大型住居 1 類（RA7・9 住居跡等：第 15 図②）と 2 類（RA15・24 住居跡等：
第 15 図①）が存在する。床面に段を有すると想定されるもの（RA2 住居跡）もある。長方形のも
のは，南西方向に多く密集して分布し，それ以外の場所には楕円形のものが分布する。確定はでき
ないが，大木 5b 式期の長方形大型住居跡と推定できるのは RA24 住居跡のみであり，そのほかは
楕円形あるいは円形の住居跡となる。
長方形大型住居跡以外に，大清水上遺跡における小型円形の竪穴住居跡と類似する遺構も存在す
る。RD7 土坑とされた遺構は，大木 5b 式期の遺構と考えられるが，大清水上遺跡の事例と同様に，
床面に円形の周溝を有し，炉跡は無い（第 15 図⑤）。そのほかで類似する形態のもので，炉跡を有
するものとしては，RA14 住居跡がある（第 15 図④）。それぞれの規模は，RD7 土坑が 7.9㎡，RA14
住居跡は 11.1㎡であり，大清水上遺跡の類似する遺構と同規模である。また，通常規模の楕円形の
竪穴住居跡も存在する。確実に確認で

























遺跡がある（第16 図：［相原ほか 1982，小山内 1996，高橋 1982・1983・2001，岩田 2004］）。鳩岡崎遺跡は，
村崎野段丘の舌状に張り出した先端部付近に位置する。細かな時期は比定できないが大木5式期，お
そらく大木 5a 式期と考えられる竪穴住居跡は，SI08・12・13 竪穴住居跡の 3 軒である［小山内 1996］。





                    （①岩田2004，②～④小山内1996を元に改変）
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居跡は長方形大型住居跡 1 類であろうか（第 16 図④）。これらの竪穴住居跡は，北側に向かって竪
穴住居跡の長軸方向を向けており，北側に環状集落の中央部があることが想定できる。この北側は，
緩やかに傾斜しながら藤沢川に至る場所であり，この場所にも大木 5 式期の竪穴住居跡が存在する
可能性は高い。計測できた竪穴住居跡は，SI13 竪穴住居跡（大木 5a 式期）の 1 軒のみである（第
16 図④）。この竪穴住居跡は，建替えを 2 回以上行っている。その最終的な規模は，面積 153.7㎡，











られる。1973 ～ 1976 年の第 1 次調査区南端部では，大木 6 ～ 8 式期の貯蔵穴が密集している。た
だし，この区域の中にも，大木 7a 式期の小型円形の竪穴住居跡（EC62 竪穴住居跡）や，おそらく
近い時期の竪穴住居跡も数軒あることから，居住域と重複するように貯蔵穴を多数構築したものと
考えられる。このような状況は，1982 年の第 3 次調査でも認められる。大木 8b 式期の竪穴住居跡
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KANNO Tomonori 
This paper examines the characteristics of circular settlements of the Early Jomon period, consist-
ing of large rectangular dwellings, in the Kitakami River Basin. Large rectangular dwelling remains were 
generally arranged in lines in the ruins of the first half of the Early Jomon period in the Sanriku Coast 
and Kitakami Mountain region. In sharp contrast, such dwellings were arranged in a radial manner at the 
Ayaori Shinden Site. Moreover, those at the Ganjadate Site in the Kitakami River Basin were built in a 
different style and arranged in a perfect circle. In light of these findings, this paper describes regional 
variations in the style and arrangement of large rectangular dwelling remains from the first half of the 
Early Jomon period in the Sanriku Coast and Kitakami Mountain area and the Kitakami River Basin, and 
explains the unique characteristics of the Ayaori Shinden Site. The Osuzukami Site, large-scale circular 
settlement ruins from the latter half of the Early Jomon period, includes dwelling remains that show 
characteristics typically associated with the northern Tohoku region on the Japan Sea side. Located on an 
important route passing through the Ou Mountain Range, the Osuzukami Site is assumed to have had a 
close relationship with the Japan Sea side region.
Key words: Early Jomon period, large rectangular dwelling remains, circular settlement, Tohoku region





遺跡名 住居跡名 時期（土器型式） 面積 完形率 長軸 短軸 長軸/短軸 図
綾織新田 1号竪穴住居跡址① 大木3式 25.4 65.3 8.2 3.5 2.4 
綾織新田 1号竪穴住居跡址② 大木3式 36.3 80.7 9.9 4.2 2.4 
綾織新田 3号竪穴住居跡址① 大木2b式～大木4式 26.4 88.0 8.6 3.5 2.5 第3図①
綾織新田 3号竪穴住居跡址② 大木2b式～大木4式 40.9 87.5 10.1 4.5 2.2 
綾織新田 3号竪穴住居跡址③ 大木2b式～大木4式 49.6 100 10.9 4.8 2.3 
綾織新田 3号竪穴住居跡址④ 大木2b式～大木4式 54.3 96.2 11.3 5.4 2.1 
綾織新田 4号竪穴住居跡址 大木3式～大木4式 15.6 71.4 6.2 2.9 2.2 
綾織新田 5号竪穴住居跡址② 大木3式～大木4式 56.3 48.4 12.8 4.9 2.6 
綾織新田 5号竪穴住居跡址① 大木3式～大木4式 38.8 51.0 10.1 4.2 2.4 
綾織新田 8号竪穴住居跡址 大木4式 31.6 95.7 9.0 3.7 2.5 
綾織新田 9号竪穴住居跡址 大木4式 50.5 98.1 12.9 3.9 3.3 第3図②
綾織新田 10号竪穴住居跡址① 大木4式 46.6 91.3 12.3 4.0 3.1 
綾織新田 10号竪穴住居跡址② 大木4式 52.8 88.3 12.3 4.6 2.7 
綾織新田 11号竪穴住居跡址 大木3式～大木4式 35.7 69.7 9.2 4.3 2.2 
綾織新田 12号竪穴住居跡址 大木2b式 24.9 67.0 6.8 3.6 1.9 第3図③
綾織新田 14号竪穴住居跡址 大木2b式 9.2 95.4 3.7 2.6 1.4 第3図④
沢田Ⅰ RA116住居跡1期 大木2b式 23.7 61.1 7.9 3.1 2.5 第5図①
沢田Ⅰ RA116住居跡2期 大木2b式 43.2 64.7 14.1 3.2 4.4 
沢田Ⅰ RA116住居跡3期 大木2b式 61.6 91.4 16.6 3.9 4.3 
沢田Ⅰ RA116住居跡4期 大木2b式 82.6 100 19.7 4.6 4.3 
沢田Ⅰ RA201住居跡 大木2b式 48.4 75.0 12.9 4.2 3.1 第5図②
沢田Ⅰ RA202住居跡 大木2b式 83.4 69.3 18.5 5.0 3.7 
千鶏Ⅳ D-7号竪穴住居跡 大木4式 39.8 79.3 10.2 4.3 2.4 
館 SI18竪穴住居跡 大木4式 52.3 61.6 12.3 4.5 2.7 第6図②
館 SI23竪穴住居跡 大木2a式～大木4式 48.9 53.3 12.9 4.6 2.8 
館 SI24竪穴住居跡 大木2a式～大木4式 39.1 43.8 11.0 3.7 3.0 
館 SI27竪穴住居跡 大木4式 55.2 72.3 15.8 4.6 3.5 第6図③
蟹沢館 SI011竪穴住居跡 大木3式 43.9 100 14.1 3.1 4.5 第7図②
蟹沢館 SI014竪穴住居跡 詳細時期不明 36.8 68.2 8.6 4.9 1.8 第7図③
南部工業団地内 C004竪穴住居跡 大木2b式 6.9 86.0 3.2 2.6 1.2 
南部工業団地内 C007竪穴住居跡 大木2b式 7.4 100 3.1 2.5 1.2 
南部工業団地内 D038竪穴住居跡 大木2a式 6.9 49.1 3.4 2.6 1.3 
南部工業団地内 G004竪穴住居跡 大木3式 23.6 81.7 6.9 4.0 1.7 第9図②
南部工業団地内 G025竪穴住居跡 大木3式 13.4 100 5.0 3.2 1.5 
南部工業団地内 G050a竪穴住居跡 大木3式 28.6 85.3 8.2 4.1 2.0 第9図①
南部工業団地内 G050b竪穴住居跡 大木3式 7.3 66.9 3.6 2.3 1.6 
南部工業団地内 G051竪穴住居跡 大木3式 22.4 82.6 7.2 4.2 1.7 
上ノ山Ⅱ SI016竪穴住居跡 大木4式～大木5a式期 6.9 100 2.5 2.7 1.1 第11図④
上ノ山Ⅱ SI180竪穴住居跡 大木4式～大木5a式期 99.5 40.3 5.7 18.6 3.3 第11図②
上ノ山Ⅱ SI326竪穴住居跡 大木4式～大木5a式期 62.8 34.5 5.6 12.9 2.3 第11図③
大清水上 101号住居跡 大木6式 99.8 62.3 18.1 6.6 2.8 第13図①
大清水上 102号住居跡 大木6式 52.2 66.6 11.8 5.9 2.0 
大清水上 201号住居跡 大木5a式 64.4 74.8 17.2 4.6 3.7 第13図②
大清水上 202号住居跡 大木5b式 72.9 68.8 19.5 3.3 5.8 
大清水上 203号住居跡 大木5b式 37.8 67.7 9.2 5.0 1.8 
大清水上 205号住居跡 大木5a式 67.5 72.9 15.9 5.3 3.0 第13図③
大清水上 208号住居跡 大木5a式 22.5 78.6 7.2 4.4 1.6 
大清水上 209号住居跡 大木5b式期以前 9.3 100 - - -
大清水上 210号住居跡 大木5a式～大木5b式? 13.4 96.6 - - -
大清水上 301号住居跡 大木5a式 52.4 92.6 12.4 5.5 2.3 
大清水上 302号住居跡 大木5a式 38.4 95.0 9.4 5.2 1.8 第13図④
大清水上 303号住居跡 大木5a式 55.8 92.5 11.5 6.1 1.9 
大清水上 304号住居跡c 大木5a式 22.3 94.2 - - -
大清水上 305号住居跡b 大木5a式 44.1 89.9 10.7 4.8 2.2 
大清水上 305号住居跡c 大木5a式 50.2 65.8 11.3 5.0 2.2 
大清水上 307号住居跡 大木5a式 11.8 97.6 - - - 第13図⑤
大清水上 308号住居跡 大木5a式 6.1 100 - - -
大清水上 401号住居跡 大木5a式 57.3 74.0 12.5 5.3 2.4 
大清水上 404号住居跡 大木5a式 31.8 78.8 8.3 6.0 1.4 
大清水上 409号住居跡 大木5a式 6.2 100 - - -
大清水上 411号住居跡 大木5a式 7.4 34.8 - - - 第13図⑥
大清水上 412号住居跡 大木5a式 26.2 95.2 7.4 4.9 1.5 
大清水上 416号住居跡 大木5a式 32.4 89.7 8.5 5.1 1.7 
大清水上 421号住居跡a・b 大木5a式 56.9 94.6 11.8 5.5 2.1 
大清水上 423号住居跡 大木5a式～大木5b式 9.3 86.8 - - -
大清水上 424号住居跡 大木5a式～大木5b式 9.2 73.4 - - -
大清水上 425号住居跡 詳細時期不明 6.1 100 - - -
大清水上 426号住居跡 大木5a式期以後 5.1 88.4 - - -
大清水上 427号住居跡b 大木5a式 61.5 62.4 11.4 6.4 1.8 
大清水上 427号住居跡c 大木5a式 45.5 49.6 11.1 4.4 2.5 
大清水上 428号住居跡 大木5b式 34.8 70.5 9.5 4.7 2.0 
大清水上 429号住居跡 大木5b式 37.8 100 11.6 4.2 2.8 
大清水上 432号住居跡 大木5a式 8.4 100 - - -
大清水上 505号住居跡 大木5a式 20.0 100 - - - 第13図⑦
大清水上 507号住居跡 詳細時期不明 8.0 53.5 - - -
大清水上 1号竪穴様遺構（Bj18） 大木6式? 2.3 100 1.9 1.3 1.5 
大清水上 第1号住居跡（Ci315） 大木6式 11.1 85.3 - - -
大清水上 第2号住居跡（Bj27） 大木5a式? 34.2 100 8.8 4.5 1.9 
大清水上 第3号住居跡（Cb30） 詳細時期不明 7.8 100 3.7 2.8 1.3 
大清水上 第4号住居跡（Cb27） 大木5a式? 15.7 100 6.1 3.1 1.9 
大清水上 第5号住居跡（Cd18） 大木6式 18.7 100 - - -
大清水上 第6号住居跡（Cd15） 大木6式 16.0 69.4 - - -
杉沢台 SI06竪穴住居跡 円筒下層d式 81.6 96.5 15.9 6.3 2.5 第14図①
杉沢台 SI07竪穴住居跡 円筒下層d式 216.4 83.5 30.6 8.4 3.6 第14図③
杉沢台 SI45竪穴住居跡 円筒下層d式 51.0 95.8 9.1 6.9 1.3 第14図②
峠山牧場Ⅰ RA13住居跡 大木6式 24.3 73.4 - - - 第15図③
峠山牧場Ⅰ RA14住居跡 大木5b式 11.1 100 - - - 第15図④
峠山牧場Ⅰ RA15住居跡 大木6式 39.7 69.6 - - -
鳩岡崎 SI13竪穴住居跡 大木5a式 153.7 26.7 24.3 6.4 3.8 第16図④
付表　長方形大型住居跡等計測値
*本表の遺跡の並び順は，本文で触れている順番となっている。
